


はしがき

子 どもの権利条約 フ ォー ラム，93の記録 集 を みな さまに送 ります。 実 行

委員会 の力量不足 で遅 くな った ことをおわび します。

本 年 は、 子 どもの権利条約 が 5 月 22 日に国内発効 し、 いよいよ、 条 約実

施に向 けて本 格的 な論議 や交流 が求 め られ ています。 このさ さや か な小 冊

子が フ ォー ラム，94 の 成 功 と今 後 の さ らな る交流 のた め活 用 い ただ ける こ

とを願 って お ります 。

1 9 9 4年 9 月 20 日

子ど もの権 利 条 約 フ ォー ラム

実行委員会

委員長 喜 多 明 人

粟 野 真 造
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別紙・ 呼 びか けに賛 同 して、実行委貞会 に参加 して くだ さい。 実行 委 の分

担金 と しては団体 1 口5，000 円（ 2 口以上希 望）、個 人3，00 0 円です。 その 他 カ

ンパ 、 チ ケ ッ ト取 り扱 い もお 願 い します 。

団体、個人、情報、資料の展示、配布を希望の方、 どん どん参加 して くだ

さい 。

●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ● ●●

チケ ッ トは前売 リ1．500 円 （ 1 日は1．000 円）、 18歳未満 500 円です。

カ ンパ、 チケ ッ トな どの郵便振込 は『東京 8 － 7 1 6 2 4 3 』（子 ど もの権 利

条約 フ ォー ラ ム） に お願 い し ます 。
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粟野 真 造 （国際子ども権利センター代表）

よ く思 い出す、 ひ とつ の詩 が あ ります。

「おとなになった ら、およめ さんが一人 と子 どもが二人、一人 は男 の子で一人 は

女 の子、 大 きな家 と二 匹の犬 と 自由が ほ しいです。友だ ちとば くはい っし ょに会 っ

て、 はな しを したい です」。 モ アギ さん とい う、 南 ア フ リカ の 8 歳 の男 の子 の 詩

です。

感受性の発露にあふれた存在である子 どもは、それゆえに、現実の社会の問題を、

その心 と体 で 敏感 に感 じと り、 自分 自身 の姿 を通 じて、 問題 の在 りか を私 た ち に

感知 させて くれます。 この少年の ことばに、人種隔離政策で昔 しむ子 どもたちの

痛 み と希 望 を、私 た ち は、 深 く知 る こ とが で きます。南 アフ リカ に限 らず、 ア ジ

アを初め とした多 くの国で、栄養失調や感染症、児童労働、児童売春、児童虐待、

人身売買、戦争や人権抑圧、家庭喪失や路上生活、貧困、 エイズに苦 しむ子 ども

た ちの姿 が あ ります。 そ う した子 どもた ちの厳 しい現実 を思 う時、 日本 社 会 の私

たちの在 り方、南の世界 との関係の問題 ともあわせて、新 しい運動の必要を感 じ

て きま した。 そ れ は、 国連 で、「子 どもの権 利条 約」 が生 まれ なが ら、 日本 で 、

国際協 力 の立場 か ら、条 約 を理解 し、 広 く運動 を進 め て い こう とす る ところが ほ

とん ど無 い こ とへ の 問題 意 識 と も重 な りあ い ま した 。 私 た ち は そ ん な思 いで 、

「国際子 ども権利セ ンター」を発足 させ、「子 どもの権利条約」 の批准・ 普及の取

り組 みや、私達 の生活の在 り方を見なおす開発教育な どの国際理解教育活動 を進

めて い きた い と願 って います。 しか しそ の ため には、 多 くの国際 協力 団体 や国 内

の市民団体、国連機関 とつなが りと連携が必要です。今回のフォーラムが、その

ため の出会 い と協力 を生 み出す場 にな る ことを願 って い ます。

イーデス・ハ ンソン（アムネステ ィ・インターナショナル 日本 支 部 長 ）

いま の 日本 は、 ど う もいわ ゆ る仲 間 でな い人 のた め に何 か をす る とい う こ とが と

て も少 な い と思 うのね。 む こ うはむ こ う、 こち らは こち らで、 つ な が りが あれ ば

親 切 にす るけ ど、 そ うで な い と何 で しな ければな らないの とい う感覚があ るん じゃ

な いかな。 あ る中学生 で手 紙 を くれ る女 の子 が いま した。 その子 は、 いろ いろ な

こ とを考 えて いて、 考 え るだ けでな く、 それ を外 に向 か って言 って いか な ければ

な らない と思 って い るみ たい。南 ア フ リカの黒人 差別 の問題 は ひ どい とい う こと

だ けでな くて、 む か し日本 が貿易 な どで それ に関 わ って きたの はい けな い と真 剣

に考 えて い る。 大人 で もそん な ことを考 えな い人 はい っば いい るの にね。 こ うい
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う声 をき くと、 とて も気 持 ちが いい。 それが そ もそ もの人 間社 会 で し ょ。 ラ ンク

とか 分野 に別 けて、 別 々 に生 きて い るんで はな くて、全 部 がつ な が って い るんで

す よね。 昔 は同 じ近 所 で も、 もっ とごち ゃ混 ぜ にや って いた で しょ。 それ が 「子

ど もは い まの時期 は こん な ことを しな けれ ばい けな い。 つ ぎの 時期 は あん な こと

を しな けれ ば い けな い」 とい うの は、 す ご く不 自然 だ と思 う。 だ か ら子 ど も も大

人 も、 もっ と仲 間 うち の意 識 を こえ た伸 びやか な想像 力 が必 要 だ と思 う。「子 ど

もの権 利 条約 」 に は、 い ろんな違 った状態 に置 か れて い る子 どもの こ とが書 いて

あ る。 そ れを想 像力 の手 がか りに して、 私 た ち もが ん ば って い きた いで すね。

一番ケ瀬 康 子（日本女子大学教授）

子 どもの人権保障 と「子 どもの権利条約」の批准を推進するために、 フォーラム

の成功 を努 力 しま しょう。

落

書

永

合恵 子 （作家、 クレヨンハ ウス主宰）

多明 人 （子 どもの権利条約ネ ッ トワー ク代表、立正大学助教授）

井憲 一（法政大学教授、現日本教育法学会会長）

いま世界 が「子 ども最優先」 の方向に歩調 を合せているとき ‘‘子 どもを大切 に し

よ う”とい う考 え方 は、 イデオ ロギ ーや立 場 を超 え た大 人共 通 の もの で あ る は ず

です。そのことを確認 し、子 どもと一緒 に、お互 いが協力 して前進 してい く出発

点 とな る ことを祈念 し、 期待 して い ます。

中川 明（弁護士、現 日本弁護士連合会子どもの権利委員会委員長）

子 どもの権利条約のすみやかな批准は、私たちすべてのねがいですが、それによっ

て子 ど もが お かれ て い る現実・ 状 況 が実 際 に どの よ うに変 わ った のか を 問 う こ と

が大切です。子 どもの目線に立 って現況を直視 し、子 どもの身 になってその痛 み

や思 いに想像 力 を め ぐらせ るこ とが 求 め られ て い ます。 フ ォー ラム は、 お となが

子 ど も と共 に歩 む歩 幅 を はか る場 に も した い、 と思 って います。

堀尾 輝 久（東京大学名誉教授、現 日本教育学会会長）

子 どもの権利 は、人権 の応用ではな く、 その土台です。

人権 ・ 子 ど もの権 利・ 子 ど もの人権 の関係 につ い て も深 め て くだ さ る こ とを期 待

して い ます。

宮崎 繁 樹（明治大学総長、現国際人権法学会会長）

子 ど もの権 利条 約 フ ォー ラムにつ い てお骨折 り頂 き有 難 う存 じます。

この ような催 しは、同条約の批准促進 について役立つだけでな く、批准後 の実 り

あ る国 内実 施 につ い て も有 益 と存 じます。 当 日生 憎鹿 児 島 に出張 の予定 が あ り申

訳 あ りません が、宜 敷 くお願 い 申 し上 げ ます。
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世 界 は い ま、「子 ども最 優先」 とい う原則 を掲 げて、 子 ど もの 未 来 の た め に動 き は

じめています。その流れのなかで、国際連合は、「静かな緊急事態」 といわれ るほど

世界 中で深刻 になっている子 どもの生存・発達の危機的状況を子 どもの権利侵書 とみ

な し、世界の子 どもの権利章典 「子 どもの権利条約」を作 りま した。

この子 ど もの権 利条 約 が 日本 にお いて もよ うや く批 准 され る見 込 みで す。条 約 は人

権条約 としてはかつてないほど関心を集め、 日本弁護士連合会 をは じめ多 くの団体 ・

グループが名称 や訳文の修正および国内法改正の要求な どを し、条約の批准・ 実施 を

求め て きま した。

しか し、 現状 のま まで は、 条 約 が 日本 社会 に現 実的 な効 果 を もた らす こと も条約 に

基づ く国際協力 （貢献） がすすめ られ ることもおぼつかず、条約が政治的 あるいは教

育上 の対 決 の 「対 象」 にな る恐 れす らあ ります。 他方 で、 子 ど もを と りま く世 界 の現

実の もとで、人権条約史上 もっとも多 くの締約 国を持つに至 った子 どもの権利条約の

実施 を め ぐる課題 も山積 して い ます。

このよ うななかで、批准後の条約実施段階 において 日本および国際社会にとって条

約の もつ意義 や課題を考え、情報・ 意見交換を してい くため、毎年条約採択 日の11月

2 0 日前 後 に条約批准の とりくみを してきた個人・ グループ・団体 また条約の実施 に関

心を寄せ る人 々が集 う ‘‘フ ォー ラムガを開催 したい と思 い ます。

そ の主 な趣 旨 と して、

（ 9 条約を 日本社会および国際社会に生か してい くために必要な情報 の交換

②日本社 会 にお け る子 ど もの 問題 に と り くん で い る人 々 と海 外 にお け る子 ど もの 問

題 に とり くん で い る人 々の両方 か らの現状 報告 お よび意 見交 換

（ 卦 条 約 の よ り実 効 あ る批 准 をす す め るため の意 見・ とり くみ の交 換

④政府・ 自治体関係者 との建設的対話

⑤条約の趣旨や規定の普及

⑥『子 どもの権利条約自書』 の刊行の準備 （条約を一つ の基準 として国内外 の子 ど

もの現実を総合的に分析 し、権利 を保障 してい くとりくみの基礎資料 を作成）

すす め方 としては、条約の批准や普及 などにかかわってきたすべての個人・ グルー

プ・ 団体 に呼びか けます。

この 「呼 びか け」 に応 じた個 人 一グルー プ・ 団体 を も って フォー ラム実行 委員 会 を

発足 させ ます。 そこで参加者の合意 の上、企画等を決めていきます。 フォーラム実行

委員会のなかに事務局を置 き、実務をすすめます。
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子どもの権利条約 フ ォーラムの開催 とわ た したちの初心

子 どもの権利条約 フォーラム実行委貞会委員長

粟 野 真 造 喜 多 明 人

1 ． な ぜ 、 い ま 「フ ォー ラム」 か

（1） 「歴史的な出合 い」へのプロローグ

地球社会のなかでの世界 と日本の子 ども

先 日、 N H K 教 育 テ レビで子 どもの権利条約の特集が くまれ ま したが、「世界 の子

どもの実情」 を ビデオ で見 た 日本 の中学 生 た ちが、 共通 に 「 日本 に生 まれてよか った」

とい う実 感 をの ぺ て いたの が、 気 にな りま した。 そ こで は 同 じ地 球社 会 に生 きる10代

と して の痛 みを分 か ち合 う とい う視 点 が ま った くない よ うに思 え ま した。 彼 らに限 ら

ず、 わ た した ちの心 の 中に は、 途上 国へ の子 ど もの援 助 とを 日本 の子 ど もの現 状 とい

つも分 けて考 え る発 想 が支 配 して い る といえな いで し ょうか。

事実、 これまで も日本では「世界の子 ども」への援助をすすめてきた国際 N G O グ

ルー プの人 び と と、「 日本 の子 ど も」 問題 に取 り組 ん で きた国 内民 間 団体 、 グル ー プ

との交 流 はほ とん どな か った とい って よい と思 います。 もちろん、双方 とも各 々異 な っ

た条件があ り、相互 の交流が妨 げられてきた側面 もあ りますが、 この子 どもの権利条

約の批准段階において、各 々の困難な条件 をこえて、「歴史的な 出合 い」 をはたす こ

とが 、2 1世 紀 の子 ども と社 会 の ため に とて も大 切 な こ とで あ る と思 われ ます。

（2） あ らゆる個人、 グループ、団体の交流か ら子 どもの権利の検証 を

19 79年の「国際子 ども年」は、国連・ 子 どもの権利宣言採択 20周年を記念するとと

もに、地球社会において子 どもの権利が どれだけ守 られ尊重 されてきたかを国際 レベ

ルで検 証 す るこ とを 目的の 1 つ と して いま した。子 ど もの権 利 が どれ だ け尊 重 され て

きたかについては、つねに検証す ることが大切です。

わた したちは「国際子 ども年」の精神 をひきつぎ、毎年子 どもの権利に関心 を もつ

方々、条 約 の実 施 と普及 にたず さわ る方 々、国内・海外 の子 ども問題 にと りくむ個人 ・

グル ー プ・ 団体 の方 々 の参 加 を よび か け、交 流 を深 め る と ともに、 世界 と 日本 の子 ど

もの権利実現の水準を検証 し見定めてい くことを提案 します。 そのために政府・ 自治

体関係者 とも建設的な対話 をすすめます。

その よ うな趣 旨は、す で に子 ど もの権利 条約 によ って、国際的な システム （ジュネー

ブで毎年 2 回、子 どもの権利委員会で審査 される制度） にまでな っていますが、民間

レベル で の取 り組 み が、 この よ うな国際 的 な システ ムを よ り有 効 に機能 させ てい くた

めに とて も重 要 な ことで あ る と思 われ ます。
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（ 3） 同 じ人 間 と して、 子 ど もとお とな の対話 を

「 子 ども公聴会」 の開催について

19 90年 9 月 に開 かれ た 「子 ど もの ため の世 界 サ ミ ッ ト」 の宣 言 に は、

「さま ざまな協 力 関係 が必 要で あ り、 特 に子 ど もた ち 自身 の協力 を も とめ る。 われ わ

れ は、子 どもが この努力 に参 加す るよ う呼びか ける。」

とあ り、子 どもの権 利 実現 に際 して子 ども 自身 の参 加 を求 め てい ます。

日本 で は、 これ まで の と ころ子 ど もの権 利条約 の批准 に際 して子 ど もの参加 が十分

望めない状況にあ ります。先 の通常国会で も、参考人 として高校生の意見表明を求め

た ところ、未 成年 者 の発 言 を認 め た先 例 が ない、 とい うこ とで ことわ られて しま いま

した。他 の先 進 国 の よ うに条 約批 准 に際 して子 ど もの意見 を聞 く「公 聴会 」 を開 くこ

とは、子 ど もの社 会参 加 とい う条約 の趣 旨か らみて も当然 の よ うに思 え ます。

この フ ォー ラ ムは、 もと もと条 約批 准 をみす えて、 条約 の実 施 と普及 のた め の情報

交換 の場 とな る こ とを 目的 と して いま したが、 国会 に お ける批 准 承認案 が再提 出 され

る とい う状 況下 で フ ォー ラム企画 と して子 ど も公聴 会 を考 え て み ま した。 しか し残 念

なが ら予想外 に条約の批准が遅 れています。

しか し、 条 約批 准 に際 してお とな だ けの論 議 で はな く子 ど もの意 見表 明 の機 会 を確

保す ることは今後 の同世代に対す る普及にとって も有意義ですので、不十分 なが らも

あえ て子 ど も公聴 会 を開催 す るこ とに しま した。

2 ．子 どもの権利条約の実施 と普及のために

この条 約 につ いて はす で に150か 国 を越 え る国 々が批 准 して い ます 。 日本 に お いて

も一刻 も早 く、かつ、十分審議 を尽 くして実効ある批准のために関係者が努力 される

こ とを期待 します 。

ところで、 もと もとこの フ ォー ラムは条約 批准 後 の国 内で の実施 と普 及 の ため の情

報交換・意見交換 を狙 いとして企画 されま した。今回のフォーラムでは、先述の 「子

ど も公聴 会」 に加 え て、 と くに次 の課題 に取 り組 み たい と考 え ます。

（1） 1 日約 3500 0万人 の子 どもたちが 5 歳 を待たず して死んでいる現状 など踏 まえ、

批准後 の国際協力 についてその理念 と法的・ 社会的な枠組を検討 し、子 どもの救

済 へ の緊 急 な問題 につ いて話 し合 い を深 め てい き たい と思 い ます （ 1 日 目・ シ ン

ポ ジウム、 パ ネル 展）。

（2） 条約の実施 について、国 レベル、地域・ 自治体 レベル、民間 レベルでの取組 に

ついて N G O 各団体・ グループ・ 個人の経験を交流 しあい、意見交換 します（ 2

日目・ 分 科会）。

（3） 条約の普及のため、各団体・ グループ・個人の知恵をしぼったパ ンフ・ポスター

等の作 品の交換を行ない、 とくに子 どもへの普及のための取組 について経験を交

流 しあ います （ 1 日目 t・情 報 市）。
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J 亡

．■：

子どもの権利条約を子 どもが語る

子ども公聴会 に熱 い視線

フ ォー ラ ム ー 日 日 には 、 日本 の子 ど もの権 利 史 の 新 し い一 克 とな る

「 子 ども公聴 会」が 開かれた。 この公聴 会は、子 ど も、未成年者の参加

と意見 表明の道をかた くな に拒 む国会 に代 わ って、 フ ォー ラ ムの イベ

ン トと して実現 した もので あ り、実質 的な影響力 の有無 は別 として も、

今後の条約普及 活動、 と りわ け子 ど もたちへ の普及 にと って大 きな意

味を もつ もの と見 られ る。少な くと も、条約 の批 准 の時 に、 大人 ばか

りの議論 ではな く、 その時の十代、子 どもも加 わ り、 意 見表 明 を して

き たの だ、 と い う歴 史 的 事 実 が 残 され る こ と に 注 目 して お くぺ き で あ

ろ う 。

公聴会 当 日は、 菅源太郎、水永啓子両氏 の司会 の もとで次 の五 名 の

子どもが意見表明を行 った。（敬称略）

＊林 香織（15歳）一 学校 に対する子どもの権利

＊長谷川武宏 （SB W ＝環境問題を考える会代表）一 環境問題 と子

ど も

＊松橋静香（子 どもの人権埼玉ネ ット）一 障害児の権利

＊宗 銘柿一 難民の子 どもの権利（ベ トナム）

＊津 田彩樹子 （地球子 ども会議議長）－ 飢餓 の 克服 とパ ー トナー

シ ップ

公聴会の受け手となった大人側は、国会関係者 として肥田美代子氏

（ 参議院議員）・ 北村哲男氏（同）、政府関係者として河合祥一氏 （外

務省人権難民課）、学界関係者 として永井憲一氏（日本教育法学会会長）、

法曹界 関係者 と して 中川 明氏 （日弁連・ 子 どもの権 利委 員会委 員長 ）

の五名。

主 な意 見は次の とお りである。

「中学 の ころ、 スカー トのたけが長い とか短 い とかいわ れて先 生 に

怒られた。 スカー トの長 さなん かそんな ものは 自由 でよ いの に先 生 が

決めて （違反 す る生徒 を） ひ っぱた くなんておか しい。 友 だ ちに も仲

間はず れに された。 学校の集 団主義 がいやで学校 には行 っていません。

私は学校 にいて、 もう何が正 しくて何 が悪 いか、 よ くわか らな くな り

ました。子 どもの人権なんて いって、 あえて保 障 を いわな けれ ば生 き

られ ない社会 って何か悲 しい。 で も、権利 をあえ て保障 しな くち ゃな

らな い か ら、 私 は そ うい う活 動 を して い く。」（林 ）

「 3 年前 に来 日して、 学校です ごい仲間 はず れ に され て い じめ られ

ている。 で もそれをの りこえな いと一生 い じめ られ る。 自分 の力 で克

服しなければ と思 う。今 ぽ くは、人間 と地球 につ いての マ ンガを措 い
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てい る。 大人たちは森を燃や した り植物を減 ら して 自分達

の都合 だけを考 えて、 ゴル フ場や スキー場をつ くっている。

そんな ことはやめてほ しい。 大昔か ら、人間は 自然 と協力

しな が ら生 き て き た。」（宗 ）

「障害の ある人 を特別扱 い してきた ことが逆 に差 別を生

んでいる。隔離教育 の中で障害 を持 った子 と接す る機 会が

なか った。障害児 の教育 を養護学校 へ と義務 づけてい るの

はおか しい。小 さい頃か らなれ親 しんで、いろいろな人間、 司会者も若者が

他人をみ ることで人格形成 がなされてい くのだか ら私 は統合教育 がいい と思 う。」（松橋）

「地球 環境の問題 はいまや世界 中の人、 世界中の脊 の中で、子 どもも大人 も真剣 に考 え て い くこ

とで初めて解決す る。世界 中の人 が環境 問薙 に興 味を持 って仕事 を し、 生活 してい けば、 熱 帯林 を

破壊 す る よ うな こ と は しな い。 仲 間 とグ ル ー プ を作 り、 で き る こ とか ら取 り組 ん で い る。」（長 谷川）

「子 どもの権利条約 とい うのは私 たちだけの ものではな く、飢餓 に直 面 してい る私 た ちの仲 間 に

も同等の権利が ある。飢餓 に苦 しんでいる子 どもたちに こそ 日を向けてい くべきだ。」（津 田）

（喜多明人）

ふくすみ さち こ

福角 幸子（たんぽぽの家、1992．11．30銀 座 セ ゾン劇場第一回わた

ば う し語 り部 コ ンクー ル で 一 位 ）

条約の精神 を伝え る方法 はた くさん あ ります。 今 回 は条 約 の精神 に通

ずる詩を選んで、その語 りを聞 きなが ら条約 の趣 旨を改 め て考 え てい

きます 。

詩り「 チ ュー イ ン ガム 一 つ 」

熱演す る福角幸子 さん

一 日目の 最 終 プ ロ グ ラム と して、 シ ン ポ ジ ウ ムが 行 な わ れ た。

「世界の子 どもたちの手 に条約 を一 条約 に基づ く国際協力のすすめ」 と題 された この シンポ ジ ウ

ムは、国際子 ども権利 セ ンターの代表であ る粟野真造 さんを司会 に、 ユニセ フ駐 日代 表事務 所広 報

官の渾良世 さん、 C C W A （国際精神里 親運動部長） の小林殺 さん、 そ して弁護士 であ り日弁連 子

どもの権利委員会事務 局長 の書峯康 博 さんの三人をパ ネ リス トと して始 まった。

まず、渾 さんか らは、 ユニセ フ活動 に関わ る子 どもの現状 が述 べ られた。現 在、18歳 未満 の子 ど

もの 75％、 5 歳未満 の子 どもの90 ％がいわゆ る途上 国で暮 らしてお り、 さらに 5 歳 末瀞 で死 亡 す る

子どもの98～ 99％が途上国 で占め られてい る。 そ して途上 国の子 どもの三人 に一人 が栄 養不 足 で あ
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り、 学校 に行 けな い子 ど もが一億人、その三分の二が女の子で あるという。子 ど もの権 利条 約 は こ

うした現 状を背景 と して作 られ、子 どもの権利を守 るため に国際歯カの必要 をうた ってい る。実際、

アジア・ ア フ リカ ・ ラテ ン ア メ リカ地 域 の 国 々は 、 採 択 後 早 い時 期 に批 准 して お り、 子 ど もの た め

の国際連帯 に大きな期待を寄せてい る。ユニセ フは条約 に名前の 出て いる唯一の国 際機 閑 で あ り、

多くの国々で活動 して きた。 その内容は、条約の 6 条・ 24条・ 27条 に対応す る生存・ 発達・ 保健 衛

生・ 栄養 に関わ る分 野であ り、対象 とな るのは主 に乳幼児で あった。 しか し、乳幼児 期 の子 ど もの

命を救 うこ とができて も、 その子 どもが出てい く社会は様 々な問題を抱えてい る。 そ こで、 8 0年 代

半ばよ り「特 に困難 な状 況にあ る子 ども」 に対す る取 り組みが始 まった。具体的 には、 ス トリー ト

チル ドレン・ 児童 労働・ 児 童売春・ 少年兵 な どの問題であ り、条約19条・ 20条・ 32条・ 38条 に 関連

する。 このよ うにユニセ フは、対 象 とな る子 どもの年齢を広 げ展開 してい るが、それ で も条約 の一

部に対応 しているにすぎない。 いまの ところ市民権 や意見表明権 に関す る国際横閑 はな く、 W H O

やI L O も条約 に対 す る発言 がまだない。 これか らはユニセ フ以外 にも、子 どもの権 利 を守 るため

の国際的 な動 きが必要 である といえよ う。

つ ぎに、弁護士 の書峯康博 さんか らは、 日本 国内の子 どもの状況 につ いて お話 が あ った。「子 ど

もの人権110番」 には、 この八年間で40 00件 もの電話がかか って きて お り、 従 来 の校 則 や体罰 の 問

題をは じめ、最近 ではい じめに関する ものが増 えてきてお り、 かか って くる電話の 30 ％以 上 が子 ど

も自身か らの ものだとい う。 こ うした現状 か ら考 える と、 国内で子 どもの権利 に関す る充分 な情 報

をゆ きわた らせ るとと もに、子 ど もの声 に耳 を傾 けるよ うな システムを作 り、 それを公 的な場 面 に

反映 させ て い くオ ンプ ズパ ー ソ ンを お く こ と、 な どが今 後 求 め られ る。

C C W A の小林 さん は、 まず条約 の国際協力活動 に対 する意 味について触 れ られた。 具体 的 に C

C W A が 対 象 と しているフ ィリピンの場合、 1 990年 に批 准が されているが、 それが政府 の動 き と し

てど うい う形 で 出て くる のか 、 こ ち らか ら ど う働 き か け られ る の か、 とい った こ とを 考 え な け れ ば

ならない。 これか らN G O に と って条約 の趣 旨に沿 った活動 を 目指 す ことが課題 だ とい う ことだ っ

た。 また、「子 ども公聴会」 の際に話 のでてきた統 合教育 を取 りあ げ、 障書 を もつ 子 どもだ けで な

くむ しろ障書を もたな い子 どもが統合教育 という実践 的な教育 の填 で学 ぶ ことがとて も大切 で あ る

ように、 国際協力 にお いて も援助す る側 にこそ成長 の必要が ある、 とい うことであ った。

これ らの発 言を受 け、司会の粟野 さんが 「最近 よ く国際

協力 とい う言葉を耳 にす るが、た だ国際協力 をす ることが

いいこ とだ、 とい う考え方だ けで行な って もいいのか。大

事なのは個人 の意 志なのではないか」 とまとめ られた。

時 間的に余裕 がな く、会場 とのや りとりは充分 にで きな

かったが、子 どもの権 利に対す る取 り組みを国内 にとどま

らず世界へ と広 げ、 国内・ 海 外の問題双方を同時 にとらえ

てい く視 点 を与 え て くれ た よ うに思 う。

（大野順子、栗本敦子）

二▲」

シンポ ジウム「世界の子 どもた ちの手 に集約 を一

条約 に基づ く国際協力のすすめ」 よ り

夕食 をと りなが ら、条約 のよ り実効 的な批 准 と実施 をめ ざして、 各地 域・ 団体・ グル ー プ・ 個

人か らの意見・ 情報交換 を行 ないま した。
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滋

今 回の フォー ラムでの分科会 では、 主 に国内の問題 に取 り組 んでい るグループ （以 下 「国 内 N

G O 」） と主 に国際的な問題 に取 り組んで いるグルー プ（以下「国際 N G O 」） とが各分 科 会の な

かで出会 い、 それぞれが持 ってい る情報 や問題意識 を共有す る ことを狙 い とした もので す。 子 ど

もの最善 の利益、意見表 明権、参加 な どの視点 を大切 に しなが ら、次代 を担 う子 どもに対 して 条

約が規定す る権利 を 日本社会 と国際社会 で保 障 してい くために何が必要 か、子 どもの権 利保 障 の

ための環境づ くりを して い くための課題 を考 えま した。（囲み内はま とめの概要）

第1 分科会 教育・学校 いま求 め られ ている「学 び」 と「学校」

運営 ：林 量 倣（埼玉大学）

三宅 隆史 （ 日本ユ ネスコ協会連盟）

1 ．発展途上国の子 ど もの学習権 と識字運動 寺尾 明人 （ 日本ユネ スコ協会連盟）

子 どもの権利条約第28条 は、すべての子 ど もが平等 に教育への権利を もつ と規定 している。

しか しなが ら、 1 億人以上の子 ど もが様 々な理 由のため に、初等教育を受 け入 れ られ ない で

いる。 彼 らは 9 億6，000万人 もの成人非識字者 （15歳以上） の予備軍 とな っている。識字 や基

礎教育 は単に、読み書 きや計算がで きるようにな るだ けではな く、 自分 自身 に誇 りを持 った

り、 自分 を 向 上 させ て い った りす るた め の 活 動 で あ る。

日本 ユネス コ協会連盟が行 ってい る「世界寺子屋 運動」 を通 して支援 してい る ア ジアの子

どもたちの学習権 と識字運動について報告す る。

2 ．不登校問題について 多田 元（弁護士）

文部省 の1992 （平成 4 ） 年度 調査によ ると、「登校拒否」 の子 どもは、 全 国小・ 中学校 で

7 万人 を越 えているが、実数 はその何 倍に もな ると思 われる。本報告 では「不登 校」 は学校

に行 かない（行 けない）状 態を、登校 拒否 は、不登校 を認 めない周 囲の反応 の中 で子 どもが

追いつ め られ悩 んでいる状態 を言 うもの として使用 する。

不登校 とい う選択 は、子 どもの権利 であ り、「参加 しない 自由」 が認 め られ るべ きで あ る

と主張 したい。不登校 の子 どもは、本来 自由で豊 かに学 ぶべ き学校 での学習 の権 利 を奪 わ れ

ているうえに、不登校 を も認 め られない とい う二重 の権利侵害 を受 書i ている。 子 どもの権利

条約28条 の「教育へ の権利」 の「教育 への権利」 の保 障は、「押 し付 け られ る学校 」 以 外 に

学びの壕を選ぶ権利を含むはずで、ぁるし、第31条 の「休息、余暇、遊び、文化的活動等の 自

由の保障」 は不登校 も権利 であることの根拠 となる。

今 、子 どもが真 に参加 できる学 びの場 と多様 な学 びの方法 につ いての情報提供 が求 め られ

てい る。

3 ． 学校現場と子どもの権利 島ノ江 一彦（立正大学、元高校校長）

学校 現場で子 ど もの権利問題 に取 り組 む際の問題 は何か

子 どもの現状

学校の現状 学校の仕組みと校則

職場の民主化と学校の民主化

子ど もた ちを どの よ う に して 信 頼 す るか
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信頼の障害は何か

実践報告（その一）権利条約取 り組みの経過

信頼 に子 どもは応え るか

実践報告 （その二）バ イク「三 ない」廃止 と生徒

第 1 分科会 教育・学校－いま求められている「学び」と「学校」

林 量催 さん（埼玉大学）

教育・ 学校 とい う分科 会名を与え られたが、教育 ＝教え る側 に主体が あ るイ メー ジは

転換 され な くてはいけないのではないか という思 いあ り。 今、求め られて い る学 び と、

括弧付 き「学校」、学びを保障す る場の あ りよ うを深 めたい と、 1 ） ［発展途 上 国 の子 ど

もの学習権と識字運動］ 日本ユネスコ協会連盟、寺尾さんの「世界寺子屋運動」等の報

告。 文字 を持 たない言葉 が世界 では多数あ ってそれをアル ファベ ッ トで あ らわす と文 化

変容を引 き起 こす とい う様 々な問題 点等を抱えてい る。 開発 途上国で生活 の ため に子 ど

もが稼がな くて はな らない とい う富の偏在 問題。 2 ） ［不 登校 問 題 につ いて］ 弁 護士 の

多田 さん「参加 しない自由」不登校 を も認 め られない二 重侵書 を受 けて いる。 居 場所 作

りの取 り組み。 3 ） ［学校現 場 と子 どもの権利］元高校校 長、 島 ノ江 さん －バ イ クを届

け出制。 生徒、親の権利保障の システムを作 ってい く必要性。会場 か らの発 言 一海外 に

おける識字運動 に加えて国 内の外 国籍 の子 ども達 に対 してのその子 その子 を理解 して対

応する体制の必要性・ 自分達の望む学校作 り・朝鮮学校を「学校」 として位置付 けてな

い問題・ 教育 内容を問なお して い く必要。

第2 分 科 会 コ ミュニ テ ィづ く りと子 ど もの 参 加

運営 ：武 内 暁 （子 どもの人権埼玉ネ ッ ト）

レポ ー ト 1 津 山 直 子 （ 日本 国 際 ボ ラ ンテ ィ アセ ンタ ー ＝ J V C ）

ア ジ ア （タ イ、 カ ンボ ジア、 ラオ ス 、 ベ トナ ム）、 ア フ リカ （南 ア フ リカ、 エ チ オ ピ ア ）、

中南米 （グアテマラ）、 中東 （パ レスチナ） の 8 カ国で農村 、 スラム な どの コ ミュニ テ ィで

活動 して いる。

活動の 中には、保育 園、 図書館、 学校 な ど直接子 どもたちを対象 と した活動 もあ るが、 多

くは、 保健、教育、水 な ど生 活のなかでの基本的なニーズの改善、 食糧の 自給、 収入 の 向上

な ど子 どもたちを含 む コ ミュニテ ィ全体 の活動 にな っている。 その中で重要な こ とは、 人 々

が コ ミュニ ティにおける社会 的、政治 的、経済 的問題 に気 づき、 それ らを解 決 して い くため

に立 ち上 が り、．協 力 し合 って い くこ とで あ る。 そ して、 そ れ を狙 う中 で、 自 らを 成 長 さ せ 、

可能性 に気づ き、 自信 をつ けてい く。 コ ミュニテ ィに住 む大人 たちが 自信 を持 って、 い きい

き活動 す るようにな ることば、子 どもたちに も大 きな影替 を与 え、未来 に向けて積 極 的 に生

き て い く姿 勢 を 持 つ こ とが で き る よ うに な る。

南 ア フ リカの例を とると、 アパ ル トヘ イ ト体制 の中で、人権 を奪 われ、貧 困に置 か れて き

た女性 たちが、 コ ミュニ ティでの生活改善、保健、保育園、技術訓練、協 同組 合 な どの活動

を担 ってい る。「黒人 は白人 よ り劣等 である」 と教育 され、 人 間 と しての尊 厳 や 自信 を失 っ

て いた女性 たちが、 さまざまな活動の 中で 自信 を取 り戻 し、 コ ミュニ ティ活動 の主体 とな っ
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ている。 その女性た ちは、作 り出す喜 びをと もに体験す るため、農業、木工、 裁縫 な どを子

どもたち と一緒に行い、 コ ミュニテ ィの発展 に積極的 に関わ って い く子 ど もた ちを育 て て い

こ う と し て い る。

こ の よ うな コ ミュニ テ ィづ く りか ら、 日本 に住 む 私 た ち も多 くの こ とを 学 ぶ こ とが で き る。

今、 ア ジア や ア フ リカ の コ ミュニ テ ィ に 「援 助 す る」 の で はな く、「パ ー トナ ー と な る」 こ

とで、協力 し、 互いに学び、 経験 を共有 してい こうと してい る。国境を越え理解 しあ う中で、

「 地球 レベルで考え、地域で行動す る」 ことができ、 それ ぞ れの コ ミュニ テ ィで子 ど もも大

人も よ り元 気 に、 白信 を も って 活動 して い くこ とが で き る と思 う。

レポー ト2 川 口 善行 （シャプラニール ＝市民 による海外協力 の会）

バ ングラデ シュの貧 しい子供達 に とって、 人権 とは何なのだろ うか。 農村 に住 み な が ら食

べてい くに十分 な土地 を持 たない 日雇 い労働者達 が人 口の半分を 占め る国。 雨季 にな れ ば 日

雇い仕事がな くな り子供達 は満足 に食事 が とれな くな る。 学校に行けない、あ る いはせ っか

く通 い始めて も じきに脱落 して しま う小 学生。 下痢 のよ うな簡単な病 気で命を落 とす乳幼児 ，

この ような厳 しも†環境 に生 きる子供達 に とって、 食料援助、 医療 サー ビス、 奨学 金 な どの個

別プ ロジェク トでは充分 とは言 えない。地域全体 の総 合的な生活向上 のための プ ログ ラ ムが

必要 であ る。

レポー ト 3 野 川 義 秋 （埼玉 に夜 間中学をつ くる会）

1 ）埼玉 に夜間 中学 を作 る運動 のこ と、 2 ）「川 口白主夜間 中学」 と子 ど もたち a ． 教 室

の風景 b ． 交流 し、学 びあ う F場 j と して、 3 ）私 たちのめ ざす もの ＊「公 立化 」 ＊フ

リ ー ス ク ー ル

第 2 分 科会 コ ミュニテ ィつ くりと子 どもの参加

子 どもの人権埼玉ネ ッ ト一武 内 映 さん

1 ） 日本 国 際 ボ ラ ンテ ィア セ ンタ ー 津 山 さ ん － アパ ル トヘ イ トで残 さ れ た 老 人 、 子 ど

も、 ハ ンデ ィある人 々等が地域 の中で失 われた尊厳 を取 り戻 してい くための 「ア ワネス」

の取 り組 みで子 どもの役割等か ら大人 も変 わ ってい った。 2 ） シャプラニー ル ＝市民 に

よる海外協 力の会、川 口さん －バ ングラデシュ、 ショ ミテ イ （40 0 カ所 80 00 人 ） 大 人 の

人達 が文字 を覚え る事 によって初 めて子 ど もの識字 の必要性 を理解 して変 わ っていった。

2 つ の レポー トで共通 した課題 はパ ー トナーと しての「援 助」「開発 」 とい う事 の重 要

性。 3 ）埼玉 に夜間 中学 を作 る会 一野川 さん 9 年 目でまだ公立化 され ない「学 校」 と

は何 なのか。 日本 語を学ぶ様 々な外国簿の人達 との 日常の関 わ りの中で初 め て国 際化 が

見えて くる。 これ らの報告か ら諸外国の人達が私達 の忘れ た もの を持 って いて 日本 にお

ける文化 を改 めて考 え させ られた。

第3 分科会 家族・福祉

国 内 N G O か らは子 ども虐待を通 してその背景 にある 日本の家族が抱え る問題、 さ らに障

害児 の問題 か ら福祉 の現 状を報告、国際 N G O か らは、精神里親運動 を通 して フ ィ リピ ンに

おける家族・地域 の崩壊、 親の 自立のむずか しさな どを ス トリー トチル ドレン問題 を含 め て

報告 を受 け、家族・ 福祉 の問題 を考 えてい きます。
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運営 ：赤羽 忠之（東洋英和女学院大学）

和多田雅子（編集者）

レポー ト1 児玉 勇二 （弁護士）

子 どもに関す る相談事例 を通 して、 いま「家族」 が本 当に危 な っか し くな って いる こ とを

痛感 してい ます。世間 に衝撃 を与 えた「女子高生 コ ンク リー ト殺人事件」 の少年 た ちの家 庭

も、 決 して特異な もので はあ りません。 これ らの家族が抱 えていた危 うさば、 程度 の差 こそ

あれ、 われわれ 日本の家族が共通 に抱 えている ものです。

「巣 鴨の子 ども置 き去 り事件」「離婚事件 の背景にあ る児童虐 待」「子 どもの虐待 防止 セ ン

ターへの相 談」 な ど、弁護士 と して関 わった具体例 を通 して、現代 の「家庭」 が抱 えて い る

問題点 をい くつか提起 し、で きれ ば「新 しい家族の再生へ向 けて」 も展望 してみ た い と思 い

ます。

レポー ト2 児玉 勇二 （弁護士）

福祉 と教育 の現場 での障害児への人権侵害 に関す る相談事例か ら、 い くつか の共通 す る問

題が みえてきま した。 ひ とつは「密室の中で行なわれてい る（批判がな いまま、 ます ます エ

スカ レー トしてい く）」 こと、二つ めは 「誤 った熱心 さのなか で行 なわ れて い る （余裕 の な

いなか で短急 な効果 をね らって）」 こと、三つ めは「行政 に も民 間 に も人権 救済 擁護 体 制 シ

ステ ムが ま った く とい って もい い ほ どに な い」 とい う こ とで す。

で は、 どうした らいいので しょうか。「障害児・ 者 の人権弁 護団」 結成 お よ び 「障書 児 ・

者人権擁護 ネ ッ トワー ク」 づ くりの経過 に もふれなが ら、 障害児・者 の人権擁護、 つ ま り障

害児・ 者の権利 をいかにつ くりだ してい った らいいのかについて述 べてみた いと思 います。

レポー ト3 小林 穀（国際精神里親運動部長）

ス トリー ト・ チル ドレ ンの存 在 とス トリー ト・ チ ル ドレ ンが増 加 して い る とい う事 実 は、

開発途上国 に生 きる子 どもたちの状況 がいかに厳 しいか とい うことを示 してい ます。 生 活の

厳しさが引 き起 こす家族 関係 の崩壊 が、子 どもたちの生活 に大 きな影響 を及 ぼ してい ます。

条約を批准す る国が増 えているに もかかわ らず、子 どもたちの権利 が守 られな い状況 が広 が

りつつあ るとさえ思え ます。 さ らに、 開発途上 国に住 む人 々の福祉 サー ビスに対 す るニ ー ズ

は大 きい ものが あるの に、途上 国政府 には社会資本 が不足す る傾 向があ ります。

こう した実態を通 して、家族 と福祉 を軸 に、私 たち と開発途上 国の関係 を考 え てみ た い と

思います。

第 3 分科会 家族・福祉

和多田 雅子さん（編集者）

1 ）家 族について 児玉勇二 さん （弁護士） レポー ト者 自身の父 と しての押 しつ けた

子育 ての反 省の実感を込めた話 に重ねて「女子校生 コ ンク リー ト殺人事件」 等 は特 殊 な

事ではない。少年逮が淋 しい思 いを抱 えなが らS O S を発 して いるが受 け とめ られず にい

る。「巣鴨の子 ども置 き去 り事件」等、子 が置 き去 りに されな けれ ばな らな い状 況。 家

庭に も暴力 が隠 されてい る例が多 々あ るのではないか。 2 ）障害児への人権 侵 害 児玉

勇二 さん 障事 児の人権問題の遅れ。 ネ ットワー クづ くりが始め られて いる。 3 ） 小

林殺 さん （国際精神里 親運 動部長） フィ リピンにおけ る親の暴力 一子 ど もの 家 出、

ストリー ト・ チ エル ドレ ンの 背 景 に は経 済 要 素 も強 くあ る。 話 合 い で は 、 日本 で は い ま
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だ暴力を躾 と してみ る風土的問題。叩かな くて も子育ては出来 る事を広め て いき たい ・

養子縁 組みを風土的な問題で施設等 に狭めて いるが制度的 に今後 はもっと取 り組 む必 要

あり

第4 分科会 少年司法 「 非行 」か らの 「立 ち直 り」 と援助 システム

少年 司法 の法制・ 手続 をめ ぐるさま ざまな問題 （外国簿 の子 どもの問題を含む） をふ ま え

て、 国 際水 準 （リヤ ドガ イ ドラ イ ンな ど） に 即 し、「非 行 」 か らの 立 ち 直 り と そ の た め の 社

会参加 （「再社 会化」） および援助 システムのあ り方 を考 えます。

運営 ：細野 利夫（全司法）

佐々木光明（日本体育大学）

寺 中 誠 （ア ム ネ ス テ ィ・イ ン ター ナ シ ョナ ル）

第 4 分科会 少年司法－「非行」からの「立ち直り」と援助 システム

寺 中 誠 さん （ア ム ネ ス テ ィ・ イ ンタ ー ナ シ ョナ ル ）

家裁の調官官 は基本的 に一過性 と して考 え過度 の介入 はいけないとい う子 どもの視線

に立 って 話 を して い く。 国 連 の リヤ ドガ イ ドラ イ ンに子 ど もが 主 体 的 に対 象 者 で は な く

共に「非行」 に向 き合 う仲間 と して して い く流れ はあるが、裁判官、警察、検 察 、地 域

でも子 どもが集団で いるだけで指差 され る場面が ある、地域が親がわ りにな るの は不 可

能なのか、 保護監察 中の子 どもの野球 チー ムを子 どもが運営 して いるケース…、 ま とめ

として子 どもの主体的参加 は難 しいが決 して不可能な事で はな いと確認 しあえ た。

第5 分科会 すべての子どもが健康に生きるために

運営 ：佐々木栄一 （日野市立総合病院小児科）

本 田 徹 （シェア ＝国際保健 協力市民 の会）

大河 内秀人 （アーユス ＝仏教 国際協力 ネ ッ トワー ク）

国や地域 の発達度合 いを比較す る基準 として、乳幼児 の死亡率 があ る。 これは、 単 に技 術

的・ 経済 的な問題 ではな く、社会 的弱者 としての子 どもの命 が守 られ、適切 な医療 機 関へ の

アクセスが確保 され るか とい う点 で、公平度・ 民主化 の度合 いを計 る、 もっとも有 効 な指 標

で ある とされる。 もちろんそれ以前 に子 どもの権利条約第 6 条 「生命へ の権利、 生 存・ 発 達

の確保」 に うたわれるまで もな く、現代世界 において もっとも基本 的で、大前 提 とな る項 目

で あ る。

しか し、現実 には 5 歳未満 だけで も、年間約 1 400万人、 1 日あた り 4 万人 もの子 どもた ちが

命を失 って いる。 そ してその多 くは、栄養失調、下痢、伝染病 な ど、比較 的簡 単 な予 防や処

置 によ り、十分 回避 されるペ き ものである。第24条 「健康・ 医療へ の権利」 と して 「到 達可

‘能な最高水準 の健康 の享受 な らびに疾病 の治療 および リハ ビリテー ションの ため の便 宜 に対

す る子 ど もの権利」 を認 めているが、最低 限の権利 も保障 され ていない現実が、 か な り広範

にあ る と い うこ と で あ る。

この点 に関 して は、基礎保健 （プライマ リー・ ヘル ス・ ケア） という分野で様 々な取 り組
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みがな されてい る。 生命の確保、健康 の増進 は、地域住民 の主体 的な参加 によ り築か れ ると

い う前提 であ る。

これ らの取 り組み に加え、被 占領地や難民 な ど、困難 な状況 の中に生 き る子 ど もた ちの命

と健康 の問題 について報告す る。

一方、 日本国内においては、予防接種の問題をはじめ、学校や医療機関、行政等の権威構

造の犠牲 と もいえる、 子 どもの健康が阻害 され る状況が ある。 どれ だけ正 しい情 報 を得 て、

適切 な処置 を受 けてい るのであ ろうか。結果 と して人の一生 を左右す る問題 に対 し、 認識 を

深めて いきたい。

また、食 品、環境、精神衛 生、妊娠中絶な ど、子 どもの生存 と発達 に関す る様 々な 問題 が

ある。 さ らに、在 日外 国人の医療へのア クセ スな ど、 日本国 内で は、医療技術・ 科 学技 術 の

発達 に比 して、社会 的要 因、 とりわけ人権 に対す る後進性が、子 ど もの命 と健康 を脅 か して

いる。

第 5 分科会 では、参加者 の持ち寄 る事例 も含め、子 どもを と りま く保健・ 医療 の問題 を検

証し、 健康の質 を問い、子 どもと社 会の健康づ くりのあ りかた につ いて考えて いきたい。

第 5 分科会 すべての子どもが健康に生きるために

本田 徹 （国際保健協力市民の会）・佐々木 栄一 （日野市総合病院小児科）・ 司会、

大河 内 秀人 （仏教 国際協力 ネ ッ トワー ク）

全体 のキー ワー ドは「保健民主主義」 ＝皆 が関わ って健康 を作 ってい こう。 基 本 的人

権と して の 健 康 を テ ー マ （エ チ オ ピア、 ベ トナ ム、 カ ンボ ジア、 タ イ、 パ レ ス テ ィナ の

事例）初期保 健 一水が あるのか、住民 が参加 しているか。 高度 の医療 を持 って行 って も

役に立 たない。 日本が寄与す るだけではな く、発展途上 国は主体 は民衆、 自分 で守 らな

けれ ば とい う意 識 に学ぶペ き事が ある。 む しろ 日本 の方が遅れ ているのではないか。

第6 分科会 経済的・性的搾取

運営 ：平野 裕二 （A R C ）

神崎 和子 （ス トップ児童買春の会）

レ ポ ー ト 1

本分科会では主に性的搾取に焦点を当てますが、

労働の問題 と切 り離 して考 え ることはで きません。

平野 裕二（A R C ）

子どもの性 的搾取は アジアに おけ る児童

レポー ト 1 で は、 ア ジ アで い ま だ に 残 る

奴隷労働や人身売買 の問題 を取 り上 げなが ら、 その真 にあ る貧 困や、 経済援 助 を含 む国 際 関

係の問題 にもで きるだけ迫 りたい と考 えてい ます。

同時に、国連で採択された「児童売買、児童売買春および児童ポルノに関する国連行動計

画」や「児童働および債務労働による搾取の撲滅に関する国連行動計画」の内容を簡単に紹

介しなが ら、私 たちに何が できるかを考 えていきたい と思 います。

レポー ト2 畠沢 明枝 （「ス トップ児童買 春」 の会）

「ス トップ児童買春 （か い しゅん）」 の会 は、 エ クバ ッ ト・ か ん さい と共 に E C P A T

（ E n d C h ild P ro stit山ion in A sian T oⅦris m ） ＝ア ジアの観 光におけ る児 童買 春根 絶 キ ャ ンペ ー

ンを 日本で展開 して いるグル ープです。

－15－



日本は最大の買春者送 り出 し国の一つです。 レポー ト2 で は、 タイの E C P A T が作 製 し

た子 ども買春の現状を訴え るスライ ド「手折 られたつばみをそだてて」を見て、 皆 さん と共

に

1 ） な ぜ この よ うな こ とが 起 こ るの か

2 ） な ぜ 日本は これほ ど多 くの買春者を送 り出 してい るのか

3 ） この事実を知 った私た ちは、何を求め られてい るのだ ろうか、何がで きるの だろ うか

4 ）子 どもの権利条約 を批准す ると同時進行的に 日本の国内法を どの ように変 え て い けば

よいのか

等につ いて考 えたい と思 います。 また共に行動 していきたい と思います。

レポー ト3 高橋喜久 江 （売買巷 間題 ととり くむ会事務局長）

政府 は子 どもの権 利条約批 准にあた り、国内法の改正は必 要な しの態度です。 以前 外務 省

の担 当者 は「国内法 との整合性 は問題 ない。一部 の団体 は条文 を拡大解釈 して国 内法 を変 え

るきっか けを作 ろ うとする政 治的動 きがあるのは残念」 と発言 し、 議論 を呼び ま した。 この

ことばにこそ政府 の態度 が凝縮 されているよ うに思 えます。

国 内法の法体系 は どうな っているので しょうか。少女 が勧誘 して売春 を行 な った ら売春 防

止法違反者で あるのに、相手方 の男性 は処罰 の対象 とはな りません。強姦 よ り強 盗 の ほ うが

罪が重 くな って います。「子 どもの人権、性を法律で保証せ よ」 と児 童福 祉法 な どの改正 を

主張 して います。 国会 も政府 も耳 を傾 けるよ うに、主権者 の声 を結集 しま しょう。

第 6 分科会 経済的・性的搾取

平野 裕二さん（A R C ）

ア ジア にお ける経済的搾取、奴隷制、人身売買。「児童売 春」 客 を送 り出 して い る世

界最 大手の 日本。児童福祉法、売春 防止法 では「買 う」側 は罰せ られ ない 日本。 それ を

黙認 して きて いる私達 自身 の問題。 ドイツで は「買 った」側が罰せ られ る法 が あ る。 法

律の改正が必要。 いや な事 はいやと言 える意識 を変え てい く事が今後特 に大切。

ふ： た
ユ血こ

∬

各分 科会 の ま とめ と今後 の と り くみにつ いて交 流 しま した。

閉会全体会。各分科会より報告。 交流会の風景
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r ∝▲■ 串

書

（ 》 「世 界 の子 どもた ちはい ま」 パ ネ ル展

条約の規定の背景や条約が解決 しようとしている子 どもの実態のわかるパネル

を展示 し、条約が世界 と日本 でもつ意義を考えま した。

②子 どもの権利条約 ‘‘情報市”

フ ォー ラム 開催 日 （1 1月 20 －21 日） に世 界 と 日本 の子 ど もの権 利 に関す る情 報

をは じめ として、条約に関する情報・資料 を広 く交換・交流 し合 う “情報 市”を

開催 しま した。国際 N G O や国内の民間団体・ グループ・個人の取 り組みや子 ど

もにつ いて の情報 を 自由に交換 し合 うもので あ り、 もち こみ 自由の「情報交換 コー

ナ ー」（無 料、 有料 とも） が設置 され ま した。

この情報市 には、 これまで収集 された条約に関する主要文献・ 資料や地域グルー

プで作成 された「子 ども版権利条約」や「地域版権利条約」などを展示 し、広 く

条約普及のための資料 を集 めました。

また、 ビデオ、 ポス ター、 カ レンダ ー、 紙芝 居 な ど、 さ まざ まな条約 普及 の取

り組 み も紹 介 しま した。

㌫ た 岩

〈後 援〉

ユニセ フ駐 日代表事務所

〈実行委鼻会構成団体〉

幼い難民を考える会

清瀬教育 って何だろう会

㈱基督教児童福祉会 国際精神里親運動部（C C W A ）

国際子 ども権利セ ンター

子どもの権利条約ネ ッ トワーク

子どもの人権・ 父母 の権利保障をすすめる埼玉 ネ ットワーク

C h ld W orker，s in A si8 日本妻貞会

日本児童・青少年演劇劇団協議会
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〈賛同団体〉

アーユ ス ＝仏教 国 際協力 ネ ッ トワー ク

あい ち 「子 ど もの権 利条 約」 ベ ス ト・ イ ンタ レス トの会

アムネ ス テ ィ・ イ ンター ナ シ ョナル 日本支 部

エ クパ ッ ト かん さい

開発教育協議会

学校災害か ら子 どもを守 る全国連絡会

教育科学研究会

京葉教育文化セ ンター

「子 ど もの権 利条 約」 所沢 ネ ッ トワー ク

子どもの権利条約批准促進 にいがたの会

子どもの権利条約批准の会

子どもの人権保障をすすめる各界連絡協議会

サ ラ ワクキ ャ ンペー ン委員 会

㈲資生堂社会福祉事業財団

市民外交セ ンター

シャプラニール＝市民 による海外協力の会

全国学校図書館協議会

全国高校学校教育法研究会
●

曹洞 宗 国際 ボ ラ ンテ ィア会

地球市民の会

D C I －J A P A N 準備委員会

㈲東京Y M C A

長野県「子 どもの権利条約」の批准 と実行 を進める会

中野で子 どもの権利条約を進 める全

日本 キ リス ト教協議会教育部

日本 国 際 ボ ラ ンテ ィアセ ンタ ー

日本 ネ グロス・ キ ャ ンペー ン委員 会

日本ユネスコ協会連盟

“人間と性”教育研究協議会

売買春闘題 ととりくむ会

パ．レスチ ナ子 どものキ ャ ンペー ン

水戸・ 子 どもの人権を守 る会

民主教育研究所

めぐこ＝南 の子 ど もた ちの 昏立 を支 え る会
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ん

’

一
●

れ
え
仁
者
し

む
恕
肘
の
辛
と
も
の
朝’

そ
卦

て・

「
日
本
に
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
J
と

鼓
す
お
お
だ
ち
が
邦
い

一

の
が
気
に
な
っ
た
、
と

か
秦

野

日
‡
の
子

ど

も
は

取
舵

を
か
け

て
・

鮮

押
黙
好
を
か
射

た
ち
の
も
の

に
し
て
い

く

こ
と
に
な
り
モ
う
で

す

．
（
佐
一
未

‡

丁
）

朝日 ′J、挙 句三斬 仰

－】紺 －
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いじめ・環境などで多彩な声

子
ど
も

の
権
利
条
約

フ
ォ
ー
ラ
ム

六
月
の
衆
腰

散

に
仰
い
鞄

川宛
送
n
き
れ
た
里

芋

ど
も
の
珊
利
条
約
J

は
、
二
士

ハ
日
の
閣
放
で
今
国
会

へ
鮎

窯

場
象
が
沌
抽

出
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ

た
。
ヱ
と
も
の
抑
制
、
人
絹
を
め
ぐ
っ
て
は
丸
刈
り
や
制
服
の
聾

ど
様
々
な
間

・
如

が
樹
き
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
東
京
で
開
か
れ
た

芋

ど
も
の
棉

利
発
約
フ
ォ
エ

フ

ム
Ⅶ
」
で
は
、
集
約
が
睨
挿
し
て
い
る

「
兼
鬼
衷
．明
榊
」
と
も
い
え
る
ネ
と

も
た
ち

か
壷

が
相
次
い
だ
。

問
は
す
れ
に
さ
れ
た
。
学
校
の
♯

．
望

我
が
い
や
で
、
高
校
に
睦
行

っ
て
な
い
」
（
十
重

警
手
）

「
三
年
榊
に
父
堺
の
仕
串
の
都

合
で
輪
固
か
久
東

日
し
た
が
、
学

校
で
み
ん
な
に
い
じ
め
ら
れ
る
れ

で
も
自
分
の
力
で
寂

し
な
け
れ

ば
と
思
う
」
（
虫

丁生
野

サ
）

r
仲
啓
の
あ
る
人
を
特
別
扱
い

し
て
き
た

こ
と
が
逆
に
善
別
を
生

「
意
見
表
明
権
」感
じ
さ
せ
た
議
論

′

フ
ォ
ー
ラ
ム
は

「
宅

エ
も
の
佃

利
条
約
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

「
国
際

子
ど
も
抑
制
セ
ン
タ
⊥

な
ど
子

ど
も
の
問
将
に
か
か
わ
る
相
馬
グ

ル
ー
プ
が
虫
催
し
、
．
二
日
間
で
金

凰
か
ら
延
べ
三
日
五
†
＜

が
荒

し
た
。

そ
の

一
日
日
の

「
手
ど
も
公
聴

会
」
に
は
五
人
の
ユ
と

も
た
ち
が
一

書

者
と
し
て
立
っ
た
。

「
中
学
の
こ
ろ
、
、
ス
カ
ー
ト
の

た
け
が
長
い
と
か
短
い
と
か
ヾ
先

生
に
怒
ら
れ
た
。
秦

ち
に
も
仲

む
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
（
睡
借

児

と
の
）
統
人
LJ
牧
汚
が
必
要
」
（
満

三
ふ登
J）

「
地
球
琵

は
こ
れ
か
ら
の
件

題
。
仲
間
と
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

で
き
る
こ
と
か
ら
似
り
組
ん
で
い

る
」
．（
芯
一
再
芋
）

蛮

、
机
簸
省
関
係
者
ら

を
倒
に
し
た
鷲

は
、
条
約
の
中

心
的
な
桂
で
あ
る
子
ど
も
の

r未

見
未
明
欄
」
を
印
象
づ
け
た
。

フ
u
ア
の
ユ
と

も
た
ち
か
ら
も

学
校

生
活
か
ら
地
域

社
会
の
括

助
、
蒋
祉
重

富
で
幅
広

い
同
額
に
つ
い

て
書
見
が
出
た

が
、
「
ヱ
と

も
の
意

見
を
晰
く
と

い
っ
て
わ
き
な
が
ら
、
い
ざ
と
い

う
時
に
な
る
と
大
人
が
決
め
て
し

ま
う
」
と
い

っ
た

、
大
人
た
ち
に

対
す
る
不
仲
藤

や
い
ら
だ
ち
が
目

立
っ
た
。

一
方
で
、
十
九
戚
の
望

丁生

は
巾
笠

の
こ
ろ
制
服
の
自
由
化

を
求
め
て
P
T
A
を
む
巻

き
込
ん

だ
遊
軌
を
成
功
さ
せ
た
紙
を
抑
介

し
、

コ
日
分
た
ち
が
尭
現
し
て
い

く
こ
と
で
、
学
校
も
社
会
も
ハ
変

え
て
い
く
こ
と
は
で
曹

つ
る
」
と

．助
ま
し
た
。

Ⅷ
曲
事

の

一
人
と
し
て
稚
上
に

立

っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
金
月
で

も
あ
る
肥
也
美
代
子
・
社
会
醤

肇

は
、
悌
金
の
毒

虫

に
子
ど
も
た
ち
を
招
い
て
♯
鬼
を

Ⅷ
く
よ
う
か
け
合

っ
た
が
実
現
し

な
か
っ
た
彗

を
租
肯

．

「
恋
鬼
表
明
捕
と
い
う
集
約
の

目
玉
ひ
と
つ
理
研
で
き
な
い
よ
う

で
は
、
せ

っ
か
く
の

r
モ

エ
も
の

共

通
椚
】
が
生
き
て

こ
な
い

」

と
、
集
約
が
あ
く
ま
で
ユ
と

も
の

視
点
に
北
つ
こ
と
、
日
本
の
子
ど

も
を
取
島

く
状
況
を
変
え
る
カ

に
な
る
ペ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を

沸
耶
し
た
。

子
ど
も
（
欝

駅
は
醤

）
心

細

利
集
約
・

】
九
八
九

球
十

一

月
、
国
津

金
で
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
丑
年
姦

レ
た
。
前

文
と
五
十
四
条
か
ら
成
る
。
十
八

苦

の
す
べ
て
を
「
子
ど
も
」

と
し
、
意
見
表
明
柚

（
弟
十
こ

粂
）
の
ほ
か
息
憩
・
害

虫
現

の
自
由
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
併

株
、毒

、掌
の
ぁる

子
ど
も
の
苑
通

ぃ
自
立
な
ど
幅
広

い
柵
利

を
保
持
す
る
。
締
約

同

は
、
こ
れ
義

制
の
藷

の
た

め
の
適
切
な
立
法
上

、
指
紋

上
の

拇

耽
を

と
ら
な
け
れ
は
な
ら

な

い
、
と
し
て
い
る
。
十
月
十
二
日

現
在
、
世
界
冒
五
十
カ
国
が
批
推

羨

ま
せ
て
い
る
。
墓

園

で
批
推
し
て
い
拓

い
の
は
日
本
と

米
固
だ
け
。

2 1
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「
子
供
の
権
利
条
約
」で
論
議

い
じ
め
克
服
が
優
先

自
他

の
権
利
尊
重
こ
そ

ネッ トワー ク ほ か

批
准
の
目
途
が
み
え
て
き
た

「
子
眺
の
権
利
条
約
」
を
め
ぐ

り
、
批
准
後
の
国
内
で
の
実
施

と
普
及
の
た
め
の
情
報
交
換
、

意
見
交
換
を
し
さ

っ
と
、
子
供

の
権
利
条
約
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ

か
は
、
十

一
月
二
十
、
二
十

一

の
両
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の

カ

ン
タ
パ

ン
セ
で

、

フ
ォ

ー
ラ

ム
耶
を
開
い
た
。

ア
ム
ネ

ス
テ

ィ
・

イ

ン
タ

ー

ナ

シ

ョ
ナ

ル
日

本
支
部

長

の
イ

ー
デ
ス
・

ハ
ン

ソ
ン
さ

ん
や

、

作
家
の
落
合
息
子
さ
ん
ら
が
呼

び
か
け
人
と
な
り
、
ユ
l
T
セ
フ

駐
日
代
表
事
務
所
が
後
援
を
し

た
こ
の
フ
ォ
エ

フ
ム
で
は
、
ま

す
、
子
供
た
ち
の
意
見
表
明
権

を
♯
生
し
よ
う
と
、
五
人
が
参

加
し
た
「
子
供
公
聴
会
」
を
設

け
、
各
自
の
凪
い
を
出
し
て
も

ら

っ
た
。

そ
の
中
で
、
昨
年
の
六
月
か

ら
中
学
校

へ
通
う
の
を
や
め
た

と
い
う
十
五
歳
の
林
か
お
り
さ

ん
は
、「
ス
カ
ー
ト
の
長
さ
な
ん

て
、
そ
ん
な
も
の
は
自
由
に
決

ま

っ
て
い
る
の
に
、
先
生
が
決

め
て
（
適
反
す
る
生
徒
を
）
ひ

っ
ぱ
た
く
な
ん
て
お
か
し
い
。

そ
れ
に
子
供
の
人
権
な
ん
て
い

っ
て
、
あ
え
て
保
障
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
社
会
は
バ
カ
だ
と

患
う
」
と
、
率
直
に
お
と
な
社

会

へ
の
不
満
を
ぷ
つ
け
た
。

ま
た
、
三
年
飢
、
韓
国
か
ら

来
た
小
学
校
六
年
生
の
宗
銘
称

号
は
、「
日
本
に
来
て
た
く
さ
ん

の
仲
間
外
れ
や
い
じ
め
に
あ

っ

た
け
れ
ど
、
こ
れ
を
乗
り
庇
え

な
い
と
、

一
生
い
じ
め
ら
れ
る

と
思
っ
て
ガ
ン
バ

っ
た
。
僕
は

今
、
人
間
と
地
球
に
つ
い
て
の

漫
囲
を
描
い
て
い
る
の
だ
け
れ

ど
、
大
昔
か
ら
人
間
は
自
然
と

協
力
し
て
生
き
て
き
た
の
だ
か

ら
、
お
と
な
た
ち
が
自
分
た
ち

の
都
合
で
森
を
燃
や
し
た
り
、

ス
キ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
を
造
る

の
は
や
め
て
ほ
し
い
」
と
、
環

境
間
確
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

る
こ
と
が
大
事
」
で
あ
る
と
し

た
。さ
ら
に
、
弁
♯
士
で
日
弁
連

子
供
の
権
利
重
点
会
事
務
局
長

の
壷

康

博
さ
ん
は
、「
八
年
前

か
ら
私
た
ち
は
子
供
の
人
権

一

一
〇
蕃
と
し
て
毛
括
相
映
を
受

大人への批判も措 られ 1ヒ

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

一
刀
、「
虻
卵
の
子
眺
た
ち
の

手
に
条
約
を
一
条
約
に
逓
つ
く

国
際
協
力
の
す
す
め
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は

、
野
良
世

ユ
ニ
セ
フ
駐

日
代

け
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
寄

せ
ら
れ
た
四
千
件
以
上
の
相
談

の
う
ち
、
四
分
の

一
は
い
じ
め

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
体

の
三
〇
％
は
子
供
自
身
か
ら
の

も
の
で
、
い
か
に
子
供
た
ち
の

芦
品

く
と
こ
ろ
が
少
な
い
か

天
野
誹
所
広
報
官
が
、「
ユ
ニ
セ

フ
は
百
三
十
七

カ
国
で
、
生
存
、

保
健
、
栄
凍
を
中
心
と
し
た
活

動
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
立
場

を
最
大
限
に
利
用
し
、
条
約
を

実
践
す
る
手
伝
い
を
し
て
い
け

が
わ
か
る
。
世
界
の
子
供
に
関

し
て
も
、
事

は
現
状
を
知
る

こ
と
か
ら
始
め
る
の
が
大
切
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
お
と

な
の
側
が
、
子
供
の
声
高

く

シ
ス
テ
ム
を
共
剣
に
つ
く
る
こ

と
が
第

一
だ
と
思
う
」
と
、
鶉

れ
ば
と
思
う
。
そ
の
際
、
机
上

の
空
輸
を
振
り
回
す
の
で
は
な

く
、ま
す
自
分
の
権
利
を
守
り
、

周
囲
の
棉
利
を
守

っ
て
い
く
と

い
う
、
身
近
な
努
力
を
し
て
い

仙

く
こ
と
が
、
条
約
の
精
神
を
年

か
す
こ
と
に
な
る
」
と
、
で
き

…

る
こ
と
か
ら
始
め
る
主
要
性
を

指
摘
し
た
。

そ
し
て
、「
例
え
ば
、
井
金
を

す
る
と
、
い
い
こ
と
を
し
て
い

る
よ
う
に
思
う
が
、
そ
れ
が
本

当
に
相
手
に
有
益
か
ど
う
か
は

難
し
い
。
自
分
の
良
心
か
ら
で

あ

っ
て
も
、
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
、
相
手
の
甘
厳
を
俄

つ
け
る
こ
と
に
な

っ
て
は
い
な

い
か
、
粁
く
知
苦

ぐ
ら
せ

状
撃

だ
ま
だ
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
葺

き
彫
り
に
心

た
。子
供
の
権
利
集
約
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
且

丁
鵬
東
京
都
海
区
海
岸

一
⊥

ハ
ー

一
－
八
三

一
／
℡
〇

三
（
三
田
三
三
）
七
九
九
〇
．
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子どもの権利条約 フ ォーラム′94プ ログ ラ．

子どもの脚 の卿 な群居と男好をめざレて、全齢 鰍 グループ、腐人の方々の楓 朗
交漢を行ないま先

分科会でば蕗界と丹木の子ども願 をつなげ℃ま見交粛できるよう計画されていま苑 子どもの周密や

見 紛に戯 、をもっでいる人、 とク くみを レでいる人、 ぜひ易 か くだ さi㌔

1 3 ：0 0

1 3 ：3 0

1 8 ：00

受付開始

全体会
・ 開会あいさつ／基調報告
・ 参加 型学習 『権利条約 ワー クシ ョップ』

（何 が 出るか お楽 しみ。みんなの参加で子 ど もの権利条約 の学習．／）

・ N G O ・ 市 民 広 場 （N G b 、市民グループのプレゼ ンテーション）

・ 子 ど も ア ク シ ョ ン 広 場 （全国の子ども大集合．／ 意見表明や交流）

今 回子 どもの権 利条約 フォー ラム’94 に おいて「子 どもアク ション広場」 とい う企 画 を実施 す るこ と

にな りま した。全 国各地 で子 どもの権利に関す る活動を してい る子 どもた ちが集 ま り、 お互 いに交流

す る こ と に よ り、「子 ど もの権 利 実現 」 へ 向 け て の何 らか の新 しい 力 に した い とい う も の で す 。 当 日

は各 々の グループか ら、簡単 な活動 報告な どもしていただきます。

1 8 ：3 0 ～ 2 0 ：3 0 ＝ 交 流 会 （夕食をともに各地域、団体、グループ、個人の親睦交換会）

l■－
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61
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

受付開始

分科会

いろいろなチラシ、 ポスターなど全国各地で の広報活動 に利 用 され た み なさん

の作品を、当 日会場へ大集合。投票 によるコ ンテス ト賞品 あ り．／ 注 目、 応 募

をお節 い します。

①教育・学校、②地域づくり、③家族と子どもの権利、④少年司法、⑤意見表明権・参加 、⑥入

門「子どもの権利条約 とは」などの分野において条約の実現にむけ、

る人 びとか ら報告 を うけ、意見交換を します。

全体会
・ 各分科会 のまとめ、意見交換など

閉会

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●

別 紙・ 呼 びか け に賛 同 して、 実 行委 員 会 に参 加 して くだ さ い。 賛 同 金 と し

ては 団体 1 口5，00 0円 、個 人 3．00 0円 です。 そ の他 カ ンパ 、 チ ケ ッ ト破 り扱 い

もお願 い します 。

カシぺ チケ ッ トな どの郵便振込 は r O O 1 8 0 － 3 － 7 1 6 2 4 3 J （子 ど

もの権 利 条 約 フ ォー ラム） に お願 い します。

情報・資料の展示・配布 あるいは意見表りJなどを希 望の方、 どん どん参加

して くだ さ い。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

チケ ッ トは前売 リ1，50 0円、 18歳 未満1，00 0円です。

●
●
●
●
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子どもの権利集約を 日本 と世界 にいかすために
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とこ ろ●国立オリンピック記念青少年総合センター
〒151 東京都渋谷区代々木神園町 3 番 1 号

℡ 03－3467－7201（代表） FA X O3－3467－7797
■小田急線「参宮橋」駅下車徒歩 5 分 ■地下鉄千代田繚「代々木公園」駅下手徒歩11分

よぴかけ人●イーデス・ハンソン／一番 ケ瀬康子／大 田 尭／

落合恵子／永井憲一／内藤幸七郎／中川 明／

福田 雅章／堀尾 輝久／宮崎 繁樹

主

後

催●子 どもの権利条約フォーラム実行委鼻会
委員長 ＝喜多 明人 （子 どもの権利集約 ネ ッ トワー ク）

【連絡先】 〒105 東京都港区海岸1－6一卜 幻1 ℡ 03（3433）7990 F ax O3（3433）7369

委最長＝粟野裏道 （国障子ども権利センター）

【連 絡 先 】 〒53 1 大阪市北区本庄東 1 －18－14 アシス ト90 40 1 ℡ 06（37 5）54 66

F ax O6（371）7804
援●ユニセフ駐 日代表事務所


